






















研究目的: 

核家族化、都市化、国際化の中で女性の職場進出やライフスタイルの変化、一方では、子

供の食生活等の変化により、母子保健の新しい問題が派生してきている。例えば、家族や

母性の孤立化等による育児不安、思春期や不登校の問題あるいは幼児期に於ける肥満等成

人病の問題であり、これらを組み込んだ母子保健の体系化及び推進が求められており、そ

うした体系的推進の主たる担い手として保健婦、助産婦に対する期待は大きいものがある。 

そこで、現在の母子保健活動の実情を踏まえ、今後の母子保健活動のあり方を管見しなが

ら、行政における保健婦、助産婦業務及び関係機関(者)との連携、役割分担等について検

討したいと考え、次のようなねらいと目標のもとに、保健所、市町村の保健婦を対象とし

たアンケート調査を行う。 

1 ねらい 

(1)保健所、市町村では、時代に対応した母子保健業務を行っているかどうか 

それら業務に従事している職種の拡がりはどうか、また、保健所、市町村の連携の重要性

及び母子保健業務を推進して行くうえでの保健婦、助産婦の役割について提言する。 

(2)保健婦、助産婦の量的分析等からその充足状況についても提言する。 

2 目標 

(1)保健所、市町村における母子保健業務の実施及び両者の連携の状況の把握 

(2)保健所、市町村で実施している母子保健業務の年間実績及び従事している職種を把握し、

特に保健婦、助産婦については、従事している人数を把握 

(3)今後、実施したい業務や課題及びその可能性を把握 

(4)母子保健要員としての保健婦、助産婦の役割についての考えを把握 


